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地方鉄軌道活性化・再生に関するセミナー 

「路面電車ルネッサンス」 

エコノミスト・宇都宮浄人 

 

 

 こんにちは。ただいまご紹介いただきま

した宇都宮でございます。本日はこのよう

な場でお話をする機会をいただいて、どう

もありがとうございます。お時間もありま

せんので、「路面電車ルネッサンス」という

ことで早速入りたいと思います。 

 

路面電車の現況 

 日本の路面電車は今、１７都市１９シス

テムぐらいあるんですけれども、古くから

の路面電車はあるのですが、新しく、まさ

にルネッサンスとして花開いたものとして

は１つ、富山ライトレールが２００６年に

開業したにとどまっているという現状でご

ざいます。 

 方々、世界の動向を見ますと、新設の路

面電車、ＬＲＴは、京都が７８年であると

か、８０年代、福岡、北九州と日本でどん

どん廃止されている間に、海外では全く新

しく、あるいは復活させる形で路面電車、

ライトレールトランジット、ＬＲＴという

新しい都市交通システムとして復活してい

たという経緯がございます。 

 路面電車がある都市はどんなところかと

いうと、むしろ地方中核都市を中心に、本

日のお話である地域交通みたいな役割があ

るわけですけれども、都市の分布を見てみ

ますと、大体海外も似たようなものに見え、

確かに人口的にいうと、１００万都市とい

うよりは２０万、４０万、６０万といった

都市が多いことはわかるのです。 

 １つだけこのグラフで注目いたしたいの

は、確かにそういう町が多いと言いつつも、

１９９０年以降というブルーの棒グラフを

見ていただきますと、２０万未満という都

市が世界で増えている。それから、意外に、

２００万以上ということで集計しています

ので棒グラフ的には高い棒になっています

けれども、大都市においても、かつてより

もまた新たにできている数が増えてきてい

るということで、地方中核都市をある程度

中心としながらも、日本でいえば２０万未

満というと大分小さな都市のイメージもあ
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りますが、そういうところでも増えている。 

 あるいは、実際パリで復活したとかいう

話をいろいろ聞かれたことがあると思いま

すけれども、大都市でもかつてのような網

の目のような路面電車ではなく、大都市の

中の地域、東京でいえば池袋とか世田谷と

いう感じになると思うのですが、それぞれ

の地域交通として復活を遂げているという

形になっているのも、一つ最近の特徴かと

思われます。 

 ちなみに、フランスの路面電車を見てみ

ますと、開業したのが１９８０年、９０年、

２０００年以降というのがほとんどなわけ

ですけれども、さらに、来年にかけてアン

ジェだとか、いろいろなところに入ります。

ただ人口は決して多くないんです。ルーア

ン１１万、オルレアン１１万、ナンシー１

０万、こんな感じのまちが路面電車として

復活させ、それなりに公共交通の復権とま

ちづくりに寄与している現状がございます。 

 まず、事実関係をした上で、改めてライ

トレールトランジットは何だということで

すが、私はあまり定義論にぎりぎりこだわ

る必要はないのかなと思っております。で

すので、特に明確な定義があるわけではな

いのだが、広辞苑にも一昨年、第６版が出

たときにＬＲＴという言葉が初めて載った

わけですが、都市交通システムの一つで、

要は他の交通手段との連続性を高めたもの

という言い方をしております。つまり、単

に床の低い電車ができたとかいう問題では

なくて、そういう電車も含めてトータルな

システムができたと。 

 笑い話で、日本で最初に入った熊本市だ

ったかで、床の低い電車がバリアフリーで

入りました。電車はバリアフリーだけれど

も、歩道橋を通らなければその停留所に行

けないというのは全然ＬＲＴではないわけ

です。そこはトータルにできて、初めてラ

イトレールだと。 

 車両は、専門的にはライトレールビーク

ルということでＬＲＶと呼んでいます。当

然、その一つの特徴としては、バリアフリ

ーであったり低騒音であったり、連結運転

ができ高速運転ができるというイメージで

す。 

 

写真は有名なフランスのストラスブール

です。欧州議会等もあり、ドイツ、フラン

スの国境争いになったアルザス地方のまち

ですけれども、非常にいいまちで、窓が地

面すれすれに走るような電車が走り、ちょ

っと無理して載せていますけれども、実際

にベビーカーがすっとそのまま入り込む、
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もちろん電動車いすの方はご自身で動くと

いう、いいシステムであるということです。 

 

素朴な疑問 

さはさりながら、もし地方都市などでこ

ういうことを検討されるとすると、自動車

が邪魔になるのではないのかという議論に

なってくる。経済活動に支障はないかとか、

あるいはバスがあるからいいではないか、

もう少しあるとすれば、いまさら乗るのか、

自分のまち、地方都市は自動車がすべてに

なっている中で、改めて人が帰ってくるの

だろうかと。最後にいつも聞かれるのは、

うちのまちは財政が厳しいから採算がとれ

ないのではないかという形で、よさげだな

と思っても議論がすぐ立ち消えになってし

まうことがあるのではないかと思います。

その辺をもう少しかみ砕いていこうと。 

 最近ごく有名な話になりましたけれども、

環境効率も経済効率の一つであるというこ

とは繰り返し申し上げておきたいと思いま

す。経済効率というのは、これから環境効

率抜きにしてはできないということは、多

分ご理解いただけるだろうと思います。 

 あと、自動車交通だけでは非効率だとい

うのは、道路混雑がこれまで解消してこな

かった、むしろ道路をつくるとその誘発交

通を喚起していくという悪循環があったわ

けです。逆に、路面電車が走ったら経済活

動が低下したという話は、少なくとも聞い

たことはないわけです。聞いたことがない

から、みんなあれだけどんどんつくってい

る。理屈から言えば、空間利用がむしろ効

率的になっているということです。 

 つまり、道路空間というものをもうちょ

っと効率的に使うためには、むしろこうい

う新しい、よりキャパシティの大きい公共

交通が地方都市にあってもいいと。 

 東京を考えてみれば、これだけ公共交通

が整備されているから、これだけの大量の

人数の人々が渋滞なく動けている。アジア

などに行くと、まさにそれができていない

がために大渋滞に巻き込まれるわけです。

この間沖縄に行きましたが、沖縄もそんな

感じでした。 

 そういうところを考えると、ヨーロッパ

などはむしろ渋滞を解消するためにＬＲＴ

をつくってきたんだということがあります。 

 あとは、当然、安全性とか、いろいろな

意味で自動車に頼り過ぎている社会が問題

だと。交通事故であるとか社会的費用、い

ろいろなものがあります。道路交通事故の

経済的損失額が年間６兆 7 千億円であると

か、自動車の社会的費用が年間３２兆円で

あるといった数字があります。日本の名目

ＧＤＰが幾らあるかご存じでしょうか。大

体５００兆なんです。 

 そうすると、今日も短観が出て、その前、

ＧＤＰが出ますけれども、ゼロ近傍で推移

している中で６兆損失しているということ
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だけを考えてみても、我々が汗水垂らした

かなりの部分が実はこういう後ろ向きなこ

とに使われていることも、意識的に考えた

ほうがいいのではないかと思うわけです。

それから、環境、混雑、安全性、３２兆円

になると、ちょっとただならぬ数字だなと

いう感じがいたします。ＧＤＰの６％です

かね。 

 地方でお話しされるときに、商店街の方

が、車線が減ると荷さばきができないので

はないかということですが、フランスでは

リブレゾンという側道などに荷さばきの専

用スペースを設けることで、ある程度、商

店街の方への配慮をしているわけです。有

効利用でそういうことがきちんとつくるこ

とができる。 

 今はむしろ、地方都市へ行かれると、実

情、不法駐車の車が道路を占拠している状

況ですから、そこをちゃんと整備、オーガ

ナイズすれば、決して空間が出ないという

ものではない。むしろ空間をつくり上げる、

まち全体としてつくり上げるためにも、こ

ういう新しい路面電車、ライトレールトラ

ンジットなら活用できるはずであるという

ことかと思います。 

 

LRT の良さ 

 ほんとうにそんなにいいのかということ

ですけれども、ライトレールのよさも幾つ

かポイントを申し上げておきたいと思いま

す。 

 

 私の話をどこかで聞いたことのある方に

は、冗談を何回も言うと恥ずかしいんです

けれども、この本を書いたときに、何かわ

かりやすい標語がないかなと思って、苦し

紛れでよさのポイントを６つ挙げ、その頭

文字をとったらＭＡＦＦＩＡ、マフィアと

いう言葉で、覚えやすいかなと。何か説明

会とかであったときには、路面電車はバス

に比べると、中量輸送機関として、人口が

２０万前後あるいはそれ以上のまちであれ

ばきちんとさばける交通システムなんだな

と、これは Medium capacity。 

 次のＡは Accessibility。これは先ほど

来バリアフリーの話をしていますけれども、

実はバリアフリーという言葉だけで言うと、

どうも障害者であるとかベビーカーとかが

出ますけれども、通常、そういうことに頼

らない人だって路上から乗れるというのは

非常に利便性が高いわけです。スピード感

もある。この Accessibility は重要なポイ

ントなのではないかと思います。さらに言

えば、商店街からもすぐ乗れる。 
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 あとは、Ｆとして２つ挙げています。１

つは Frequency。大都会ならともかく、地

方都市に大きな電車、なかなか本数は増え

ませんが、バスと同じような形で運行すれ

ば待たずに乗れる。こうなると利便性が高

まってきます。 

 もう一つが Flexibility ということです

けれども、これはこの本を書いたときの意

識もあり、今もそうですが、中量輸送機関

として幾つかのモードがあって、それはモ

ノレールであり、ＡＧＴ、Automated Guided 

Transit ですか、ゆりかもめみたいな新交

通システムと呼ばれるものがございますけ

れども、それはそれでメリットはあるだろ

うと思うのですが、このライトレール、路

面電車の発展型としてのよさは、鉄道線と

同じような２本のレールを走るということ

で結局、既存の鉄道乗り入れが可能になる。 

 別にゆりかもめの悪口は言わないですけ

れども、拡張性があれば、それはそれで将

来的に広がり得るよさはあるのだろうとい

うことで、例えばカールスルーエモデルと

いう言葉がこの世界では有名になっていま

す。つまり、鉄道線に路面電車が一気に乗

り入れてしまったということです。 

 これはカールスルーエの町なか、冬休み

を利用して行ったので、クリスマスの町な

かを走る一方で、郊外は普通の線路の上を、

ほんとうに新幹線と同じ線路を走るわけで

す。ですから、郊外は時速にするとかなり

速いスピードで行くし、町なかは商店街の

中に入る。 

 実際、大成功したわけです。地方都市の

場合、中心街の駅というのは意外に中心市

街地から離れていたりするケースが多いで

す。そこからまた乗りかえてバスで行く、

あるいは歩いて２０分となると、自家用車

で行ったほうがいいねということが多いと

思うんですけれども、カールスルーエの場

合は、我がまちの電車に乗っていくと途中

から路面電車になるので、まさに百貨店の

目の前、商店街の目の前に停車してくれる。

これは結構便利だということで、お客さん

がぐっと増えた。ぐっと増えるから、我が

まちもやりたい、我がまちもやりたいと言

っていく。 

 そして、今、ちょっと忘れてしまいまし

たが、２００キロぐらいの膨大な路線網に

なっている。しかも、それだけの膨大な路

線網ができるというのは、既存の鉄道線が

あるから、別に大した投資は要らないわけ

です。町なかの路面電車と接続させる部分

だけを使えば、既存のローカル線だった鉄
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道も再生される。 

 日本でも地方都市でローカル線があって、

１時間に１本あるいはそれ以下のような路

線もあると思います。そういったところの

再生にもつながるわけです。つまり、ロー

カル線を再生しつつ町なかを再生する。そ

れを取り結ぶのが、この新しいライトレー

ルトランジットであるということも言える

のではないかということであります。 

 

 

 それから、Ｉ、Inexpensive という言葉

が英語でこなれたかどうかはともかく、だ

んだん苦しいんですけれども、とにかく安

いということであります。前書いたときは

１０億から２０億、今は２０億前後、３０

億というケースもありますが、条件次第で

あるとはいえ、いずれにしてもほかのモー

ドに比べれば圧倒的に安い。５キロであれ

ば１００億ということになると、そこらの

橋とか何かをつくる、地下駐車場を掘り返

すのと変わらないコストでできるんだとい

うことも、改めて認識いただければと思い

ます。 

 よく地方に行くと、「いいですね。けれど

も、ものすごいコストかかるでしょう」と

言われると、案外そうでもないということ

を申し上げておこうと思います。 

 最近も特に数字は変わっていないんです

けれども、工事期間もどんどん短くなって

います。今日は細かくお話ししませんが、

電車をつくるってすごい大変そうなイメー

ジがあって、もちろん大変ですけれども、

富山のお話があるかもしれませんが、よそ

でつくったコンクリートの路盤を、ある意

味でパネルのように、ぱこぱこぱこんと持

ってきて、もちろん地上の配管とか整理す

るんですけれども、そこの上に溝つきのパ

ネルを載せて、溝にレールを置いて、樹脂

で流し込む。それである程度路面ができ上

がるわけですから、多分、富山の印象、も

ちろん配管工事とかいろいろやっています

けれども、ほんとうに道を掘り返している

時間はそんなに長くなかったと思うんです。 

 工期が短くなれば価格も安くなるし、そ

の間、商店街に迷惑がかかるケースもある

と思うんですけれども、それも最低限に抑

えられる。その辺はどんどん技術開発され

て、技術革新も進んでいるということも言

えるかと思います。 

 最後、Ａ。これは今日、さらに詳しく説

明するまちの環境改善。私自身も地方都市

の出身ですが、地方から来られている方は

中心市街地の衰えというものに対して非常



 -7-

に問題があるわけで、そういった活性化の

手段になっている。 

 それは海外も同じであったわけです。む

しろアメリカなどはもっとひどかったわけ

です。それを再生しようという意識が、こ

の路面電車のブーム、ルネッサンス、そん

なことにあらわれているのだろうと思いま

す。 

 なぜ、では Amenity かという話ですが、

一つバスとの違いみたいな話がありました。

別に僕はバスも否定しないんですけれども、

わかりやすさ、視覚性が確立されている。 

 バスというのは、コミュニティとしての

エリアを網羅する必要があるわけですが、

軸となるものがあれば非常にわかりやすい

というのが１つ。それで、みんなが乗りや

すい、あるいはいつでも乗れるという気に

なると、公共交通に頼ります。 

 

路面電車のランドマーク効果 

 実際、さらにランドマークとして、後で

お写真をお示ししますが、芝生軌道などが

できることによって、まちがすごくきれい

になってくるということであります。 

 そして、これもお聞きになったことがあ

るとは思いますが、トランジットモール。

路面電車、バスの場合もありますけれども、

要は公共交通と商店街、歩行者だけのモー

ルをつくることによって、まちのにぎわい

を創出する。これは別に商店街のにぎわい

だけでなくていいんです。大学の中を走る

ケースもあればキャンパス風景も変わって

きます。 

 そういった路面電車というのはある種、

町の景観を変えるものである。それもわか

りやすく、使いやすく変えることができる。 

 

 これが鹿児島市の芝生軌道。あたかもま

ちの中にグリーンベルトが敷かれているよ

うな美しさを感じるまちになりました。こ

れも最初、敷くときは、海外と違って日本

は湿潤だから、芝生が伸びるから使えない

とか、いろいろ抵抗勢力はたくさんあった

みたいです。私が聞いたときは、たしか緊

急車両が走れないので芝生は使えないと拒

否されたことがあったんですけれども、い

ざやってみるとすごくいい。 
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 今は全国の路面電車がこういう芝生軌道

をやっていけばいいねと。実際、これにす

ることによって温度も下がりますし、騒音

も吸収できます。温度が下がったという話

は論文もございますけれども、非常に大き

なメリットがある。非常にまちが美しくな

るというイメージがあります。 

 ちょっと前ですけれども、たしかオース

トラリアのメルボルンかどこかで路面電車

を請け負うサービス会社がチャーターを出

すんです。ああいうところは公的機関が受

託させるわけですけれども、そこで、受託

企業が「我がまちの路面電車をこうします

と」いうチャーターがあって、最初に、私

の理念はまちをビューティファイする、町

を美化する。それが１つなんです。それぐ

らい路面電車を請け負うということはまち

を美しくするんだみたいなところが、まず

最初の第１条に来るという意味合いすらあ

る。それが、路面電車、ＬＲＴがほかの交

通機関と違うものなのかなと。 

 

 ランドマークとしては私、好きなのでよ

く出すんですが、架線柱が邪魔だという議

論に対しては、いっそ架線柱自体をアート

にしちゃったケースがフランスのミュール

ーズ。人口としては２０万もいないような、

多分場所すらわからない方も多いのではな

いかと思います。スイスとの国境のまちで

す。 

 実際、ダニエル・ビュランという有名な

工業デザイナー、ネットで引けば結構たく

さん出ている方がデザインしてしまう。一

気にまちが輝く。しかも、停留所によって

アーチの色が違うんです。こういう形にす

ればまちも変わってくる。 

 

 あるいは、トランジットモールの風景を

幾つか出していますが、右下のカッセルは

典型的な例ですけれども、逆に左のニース

は、ご承知のようにフランスのリゾート地

ですけれども、まちの広場のところは架線

をなくしました。今やバッテリーで走るん

です。といっても、そんなにものすごい技

術があるわけではない。広場の前までは架

線できて、その間に充電した電気でもって

広場を走る。広場は５００メートル２カ所

ですけれども、時速１５キロぐらいで走る
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分であれば、あまり難しいことを言わなく

てもすぐ実行できる。 

 こういった形でやれるところから新しく、

ニースも２００７年か２００６年に開業し

たばかりですけれども、今ものすごく人が

乗っています。ポートランドの大学の風景

も入っています。 

 要は、結構いいものになると、ほんとう

に乗るかと言われたら、残念ながら日本で

は富山しかまだ実証例はないのですが、少

なくとも海外の事例を見ると、中心市街地

への来客が増加したケースが幾つも実証さ

れています。ダブって恐縮ですけれども、

ストラスブールしかり、あるいはルマン、

ポートランド、みんなそうです。 

 そうはいっても、客が乗ってもその分バ

スが減っちゃう、それでなくてもバス交通

が立ち行かないのにどうしてくれるんだと

いう議論がよく日本であるわけですけれど

も、ここは結構重要なポイントなので強調

しておきたいのですが、例えば有名なスト

ラスブールは、ライトレール開業によって

６６％増加した。そのうちバスのほうが実

は寄与している。ライトレールのいいもの

ができると、実はバスにたくさん人が乗る。 

 ルマンもしかりです。ルマンも２００７

年に開業したばかりですけれども、むしろ

バスのほうがたくさん客が乗る。ルマンと

いうと２４時間耐久レースの自動車レース

のまちということで有名だと思うんですけ

れども、そこも今や電車とバス。こうやっ

て接続ホームで横で乗りかえるので、みん

なそんなに気にせずに乗りかえができると

いう風景があります。 

 

 ポートランドもこんな感じで、バスの利

用者が増加というのは次の絵です。これを

見ていただくと、ポートランドというまち

は昔から非常に革新的なまちで、あのアメ

リカにしてバスがこんなに増えてきたとい

うだけでもびっくりですが、８０年代、バ

スが頭打ちになって減ってくる。８６年に

新しいライトレールができるんですが、そ

うすると、バスはその分さらに食われたか

というと、そうではない。むしろライトレ

ールができると、絵にかいたようにという

か、まさに絵にかいたんですけれども、増
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えていくわけです。 

 つまり、言いたいことは、人々はバスか

電車ということでそれぞれの手段を代替で

選ぶのではなく、今の地方都市もそうだと

思いますが、みんな基本はマイカーに乗っ

ている。マイカーに乗るのか、いい公共交

通ができたら公共交通にシフトするかであ

って、公共交通の中ではライトレールのよ

うないいものであれば、それプラスバスで

補完関係がある。 

 それは多分、東京に住んでおられる方は

実際そうなわけです。私もそうですけれど

も、駅までバスで行って、そこから電車で

通うので、よいものができれば車から乗り

かえられる。さらに言えば、富山の例もあ

りますけれども、従来ひきこもってきた人

もまちに出ることができるという形ができ

上がるのがポイントかと思います。 

 ちなみにポートランドのこの絵ですけれ

ども、たしかパイオニアプレースというま

ちの真ん中で、ここは非常にヨーロッパみ

たいなアメリカのまちで、すごくいい感じ

の古い建物があっていいんですけれども、

たしか昔は単なる駐車場だったと聞いてい

ます。まちをつくりかえるときに広場にし

て、人々が歩いて、そこまでは電車で来ら

れるという仕組みになっていると聞いてい

ます。ポートランドは今どんどん電車が伸

びています。 

イギリスのロンドン郊外のクロイドンの

市内の路面電車は２０００年にできたもの

ですけれども、こんなイメージです。この

写真を説明すると、結構狭い道路だと思い

ませんか。日本はよく、道が狭いから電車

が通れませんみたいな話をされるケースも

ございます。もっと乱暴な言い方をすれば、

海外は広いから電車ができたんだろうみた

いな言われ方さえするんですが、そんなこ

とはないんです。こういう狭い道でも、狭

い道だからこそ、むしろ軌道がしっかりし

ている電車であれば、写真が悪くて申しわ

けないけれども、人々はちゃんとショッピ

ングができる。当然片方しか走りませんけ

れども、もう一本向こうの道を走れば、一

応行き来もできるという形で、電車が通る

ことによって空間を有効利用できるという

ことです。 

 富山の例は、後でご説明をしますけれど

も、実際富山ライトレールでもお客さんが

増えて、沿線は住宅開発が進んでいるとか、

あるいは利用者においても、ほんとうに驚

きますが、平日に新規の人が２割も出てき

た。今までひきこもっていたおじいちゃん、
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おばあちゃんが、本来であれば土日、とり

あえず息子や孫で車に乗った人たちが出か

けるようになったわけです。平日は高齢者、

５０代、６０代、７０代の方が乗るように

なった。これはさっきもお話しにありまし

たが、多分健康にもいいだろうなとか、い

ろいろな意味で、社会参加にもなる。プラ

スが大きいと思います。 

 

公共交通はその町の装置 

 さはさりながら、金があるのかという話

です。１つ考え方として申し上げておきた

いのは、公共交通というのは、交通基本法

の考え方もそうだと思うのですが、単に事

業者の収益のためだけにあるのではない。

むしろ装置としてあるものであって、実際

海外では安いですし、さっきのポートラン

ドのまちの真ん中は無料なんです。 

 僕自身、経済をやっている人間からする

と、無料というのもどうかなとは思ったん

ですけれども、考えてみればまちの動く歩

道が無料であるわけです。サンシャインの

ところとか昔からありますけれども、当然

あそこだって、動く歩道を設置したり電気

代もかかっているんです。それを僕らはた

だで乗れるわけです。 

 こういうことを考えたりすると、町の水

平のエレベーター、百貨店なりビルという

１つのにぎわいのある建物に対して縦に走

るエレベーターは、無料で乗れるわけです。

であれば、まち全体を横にしたときに、ま

ちの装置として無料というのもありかなと。 

 要は、社会全体がそれによってもうけが

出ればいいわけで、実際、路面電車という

のは社会全体からすると非常に効率的な運

営が可能です。いろいろ計算してみると、

初期コストを別にすれば、勿論、町にもよ

りますけれども、それなりの集積があると

ころであれば運行経費や運賃収入を賄える

だけの、少なくともオペレーション部分は

そういう形での運行が可能な、僕は「スジ

の良い公共事業」だと思っています。 

 では、金がないから何もしなくていいの

というと、何もしないことは決して費用の

節約にはならないわけです。何もしなくて

どんどんまちがスプロール化して、道路を

つくり、下水道をつくり、消防施設、学校

の何とか、街灯と言っていくと、結局経費

はかかってしまうことも１つポイントかと

思います。 

 あと、海外の路面電車というのは信用乗

車方式、運賃収受を行わずに事前に買いま

すよというメリットもあるのですが、この
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辺はテクニカルな話なので今日は省略させ

ていただきますけれども、富山でも始まり

ましたが、カードリーダーで乗り降りすれ

ば、一々お金を払わなくても、一気に乗降

時間が短縮されます。富山の場合、これを

新しく初めて、実際、乗降時間が半分にな

っています。こういう形で利便性が高まれ

ばいいということであります。 

 

今後の課題 

 では、なぜできないんだということで、

今後の課題として、路面電車はまちづくり

のツールとして位置づけて、市民の理解を

得ること、そして、財源問題なり既存業者

と行政も含めてちゃんと調整をしていって

ほしいと思います。 

 現実的には、富山の例を見ると、でき上

がってみると、別に沿線のエゴではないん

です。富山では郡部の山のほうの人までが

みんな市民として、まちとして評価してい

るわけです。これは新しい時代の交通まち

づくりだという評価があるわけで、別にま

ちづくりとして位置づけることはみんな可

能だと思うし、例えば堺、いろいろ経緯は

ありましたけれども、阪堺電気軌道と共同

社会実験１カ月やったんです。それをやる

と、値段を安くすれば潜在的な需要はちゃ

んとあるということがわかるわけです。４

割も客が増えたわけです。 

 ということで、時間になりましたが、と

にかくまちづくりの一つのかぎとはなると

思いますし、現状大幅におくれているが、

徐々に制度的な枠組みは政府の方も含めて

努力され、整いつつあります。 

 多分、必要なことは、あとは英知を結集

してまちをつくって実践していくというこ

とではないかと。それに対して、私の今日

のお話がお役に立てればということです。 

 これで終わりにしたいと思います。どう

もご清聴ありがとうございました。 

 


